















































 第一節 相撲 
 第二節 賭弓 
 第三節 競馬 
 
第二章 相撲儀礼の転換 ―相撲「節会」から相撲「召合」へ― 
 第一節 相撲「節会」と「召合」 
 第二節 「節会」から「召合」への転換 
 第三節 臨時の相撲―童・瀧口・蔵人所衆の相撲― 
 
第三章 歩射の儀礼・行事 
 第一節 射礼の意義と変質 
 第二節 正月十八日賭弓の成立と年中行事化 
 第三節 射場始・殿上賭弓の成立と機能 
 
第四章 五月五日節会と騎射・競馬 
 第一節 五月五日節会の機能と展開 
 第二節 行幸競馬の成立と騎射手結の展開 
 
第五章 八～九世紀における雅楽寮の機能とその変遷 
 第一節 雅楽寮研究の成果と課題 
 第二節 九世紀後半における雅楽寮の改編 
 第三節 雅楽寮の奏楽分担儀礼・行事について 
 第四節 雅楽寮の奏楽の役割 
 
第六章 奏楽機関としての近衛府の成立と展開 
 第一節 奏楽機関としての近衛府のはじまり 
 第二節 近衛府の奏楽担当儀礼の基準 






第七章  内裏常設楽所と儀礼・行事 
 第一節 楽所が奏楽に携わる行事 
 第二節 楽所の構成 























相撲節会と召合についての検討から、9 世紀末から 10 世紀初頭に儀礼が転換したことを明
らかにし、同時期に国家のあり方が転換したとの見通しを得た。よって筆者は、平安中期





























あり方には、9 世紀までと 10 世紀以降とで大きな違いがある。9 世紀までは、相撲の場合、
相撲「節会」において総計勝方勝負楽はなく、賭弓は「勝負楽」ではなく「懸物」であり、
競馬の場合、五月五日節会当日の勝方勝負楽ではなく、十月の「競馬負態」であった。こ




















































































































































































場 豊楽院　武徳殿　など 紫宸殿　摂関邸第など 清涼殿　内裏射場など
参列・参加者 全官人 公卿・殿上人 公卿・殿上人
参加者の立場 列立・拝礼・奉仕 観覧 勝負






























































  『朝儀祭祀編一 儀式・内裏式』1980年、『朝儀祭祀編二 西宮記』1993年、『朝儀
祭祀編三 北山抄』1992年、『朝儀祭祀編四 江家次第』1991年。 






























続群書類従完成会『群書類従 第四輯 補任部 楽所補任』八木書店、1960年。 


































   同「相撲節会と楽舞―儀式書にみられる相撲と勝負楽の関連―」（薗田稔・福原敏
男編『祭礼と芸能の文化史』思文閣出版、2003年）。 
   同「相撲節会の勝負楽」（『古代文化』56―6、2004年）。 
服藤早苗『平安王朝の子どもたち―王権と家・童―』（吉川弘文館、2004年）。 
古瀬奈津子『日本古代王権と儀式』（吉川弘文館、1998年）。 
松見正一「平安宮廷行事における「童」―童相撲と童舞をめぐって―」（『早稲田大学大
学院教育学研究科紀要』別冊 4、1996年）。 
目崎徳衛「平安時代初期における奉献」(『平安文化史論』桜楓社 1968年)。 
山田英雄「平安時代の日記に見える木簡」（『木簡研究』6、1984年）。 
山中裕『平安朝の年中行事』（塙書房、1972年）。 
山本信吉「穀倉院の機能と職員」(林陸朗編『論集日本歴史 3平安王朝』有精堂出版、1967
11 
 
年）。 
吉田早苗「平安前期の相撲人」(『東京大学史料編纂所研究紀要』7、1997年）。 
同「平安前期の相撲節」（『国立歴史民俗博物館研究報告』第 74集、1997年）。 
同「「中右記部類」と相撲」（『東京大学史料編纂所研究紀要』8、1998年）。 
 
（２）第五章～第七章 
有吉恭子「楽所の成立と展開」（『史窓』29、1971年）。 
上横手雅敬「範国記・知信記・兵範記」(『静脩』30（1）1993年）。 
岡田荘司『平安時代の国家と祭祀』（続群書類従完成会、1994年）。 
荻美津夫『日本古代音楽史論』（吉川弘文館、1977年）。 
同「東遊と駿河・伊豆国」（『静岡県史研究』9、1993年）。 
同『平安朝音楽制度史』(吉川弘文館、1994年）。 
同「平安時代中後期の楽所史料」(『新潟史学』36、1996年)。 
同『古代中世音楽史の研究』（吉川弘文館、2007年）。 
菊池京子「所の成立と展開」(林陸朗編『論集日本歴史 3平安王朝』有精堂出版、1976年）。 
甲田利雄『平安朝臨時公事略解』（続群書類従完成会、1981年）。 
今正秀「王朝国家における別当制と政務運営―官司別当を中心に―」（『史学研究』第 199
号、1993年）。 
志村佳名子「平安初期における雅楽寮の再編―「弘仁格」の検討を中心として」（『続日
本紀研究』第 376号、2008年）。 
同「平安時代日給制度の基礎的考察―東山御文庫本『日中行事』を手がかりとして」
（『日本歴史』739号、2009年）。 
同「日本古代の宮廷儀礼における雅楽寮の機能」（『日本古代学』第 3号、2011年）。 
下向井龍彦「議所に内竪所簡を立つ―内竪所公卿別当が内竪所簡に加署することの意味―」
（『史人』第 4号、2012年）。 
中川尚子「古代の芸能と天皇―「宮廷芸能」の成立をめぐって」（『日本史研究』447、19 
99年）。 
永田和也「摂関時代の楽所の職員について」（『史学研究集録』第 12号、1987年）。 
同「大内楽所と藤原道長の家楽所」（『国史学』136、1988年）。 
同「大歌所について」(『國學院雑誌』91－2、1990年）。 
林屋辰三郎『中世芸能史の研究』（岩波書店、1960年）。 
前川明久「平安時代の東遊について」（『芸能史研究』5、1964年）。 
三橋正『平安時代の信仰と宗教儀礼』(平文社、2000年）。 
山田孝雄『源氏物語の音楽』（宝文館、1934年）。 
横田美緒「賀茂祭の成立と律令国家」（『史学研究』278号、2013年）。 
渡辺あゆみ「平安期の史料にみられる「御遊」の概念」（『創価大学大学院紀要』30、200 
8年）。 
渡邊誠「大臣大饗と太政官」（『九州史学』156号、2010年）。 
同「大臣大饗沿革考」（『史人』第 3号、2011年）。 
